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吉口和合地区社会福祉協議会、地域包括支援センター和合

近年、認知症の方が外出して、家に戻れな<なるケースが増加しています。

和合町自治会主催の「て<て <スタンプラリー」に合わせ、「認知症の人が

外出して帰れな<なった」という場合を想定して、模擬訓練を実施します。

認知症高齢者役が「ロイヤルタウン和含公園」を歩きます。見かけたら、

まずは挨拶し、ゆつ<り と穏やかな□調で、笑顔で声をかけて下さい。

認知症の方への対応を学び、認知症になっても安心して暮らせる町にしましょう。

日時 :令和4年 10日 16日 (日 )

9:00～11:00 *百天中止 *

場所 :ロイヤrLタウン和含盆日日辺
(3部スタン7ポイント・自衛隊浜松広報館近く )
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地域包括支援センター和合
層雹話 053-475-5500
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「認知症の方への声掛け訓練」の前に、認知症について理解しきしょう J

認知症サポーター養成講座
B知

●難 炉鑢 v感゛

浜松市では、「認知症を理解し、認知症の方や家族を

見守る “認知症サポーター"を一人でも増やし、安心

して暮らせるまちづ<り」を市民の手で実現していくこ

とを目指しています。

◆認知症サポーターこ勝 ?◆

認知症を理解し、認知症の方やその家族を支える

応援者です。な |こか特別なことをするのではな <、

認知症の方や家族を温か<見守り、その上で、自分

ができる範囲で活動 (サポート)を して頂きます。

例)反人や家族に認知症についての知識を伝える。

認知症の方が困つている様子を見かけたら一声かける。

講座を受講された方には、サポーターの証

として「オレンジリング」をお渡しします。

※ 途中退席の方には、お渡 しできません。

下記の日程・会場で開催いたしきす。
受講にあたってIき、事前に申し込みをお願いしきす。

● 申込期間 :講座開催日の前日まで

● 受付時間 :午前8時30分～午後5時春で (平日のみ)

●申込先:地域包括支援センター和合 a475-5500

日 時 場 所 定 員
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20名令和4年 10月 11日 (火 )

14:OOへ′15:30

和合せいれいの里 2階研修室

(和合町555)

■

主催 :地域包括支援センター和含
雷053-475-5560(平 日 午前 8時半～午後 5時 )
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